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 別記様式（第３条関係）  

会  議  録（１）  

会議の名称  令和４年度  第１回桶川市いじめ防止連絡協議会  

開催日時  
令和４年７月２２日（金）  

（開会）午後２時３０分（閉会）午後３時５０分  

開催場所  桶川市役所  会議室４０２  

主宰者の氏名   

議長の氏名   

出席者氏名  

（委員）  

教育部長、秘書広報課長、安心安全課長、  

桶川市立小中学校長会長、中央児童相談所長、  

桶川市ＰＴＡ連合会長、桶川市青少年問題協議会委員  

欠席者氏名  

（委員）  

子ども未来課長、保育課長、人権・男女共同参画課長、  

生涯学習・スポーツ推進課長、上尾警察生活安全課長  

説明員氏名   

事務局職員  

職名及び氏名  

学校支援課長  教育部副参事  

会  

 

議  

 

事  

 

項  

議  題   

１  委嘱状の交付  

２  開会  

３  会長あいさつ  教育部長  

４  委員紹介  

５  副会長選出  

６  協議等  

（１）いじめ防止対策推進法について  

（２）いじめ防止対策推進法に基づく桶川市の取組  

（３）桶川市等のいじめに係る現状  

（４）いじめ防止への取組（各課および機関より情報提供）  

（５）いじめ防止に向けた啓発と研修について  

（６）その他  

７  閉会  

決定事項等   

 

配布資料  ・次第  ・委員名簿、座席表  ・いじめ防止連絡協議会等条例  

・知っていますか「いじめ防止対策推進法」  

・いじめ防止対策推進法（概要）  ・いじめ防止連絡協議会規則  

・学校いじめ防止基本方針（桶川市立桶川東小学校）  

・桶川市いじめ防止等基本方針  ・学校の生活アンケート  

・桶川市等のいじめに係る現状  

（児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査等より）  

・いじめ防止に係る取組（関係各課および機関より）  

・いじめの防止・早期発見・早期対応のために  

（桶川市いじめ防止連絡協議会）  
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会  議  録（２）  

     議  事  の  経  過  

発言者  発  言  内  容  
司会  
 
司会  
 
 
会長  
 
 
 
 
 
 
 
司会  
 
司会  
 
 
 
 
 
 
 
事務局  
会長  
 
 
 
 
 
 
 
事務局  
会長  
 
 
 
事務局  
会長  

１  委嘱状の交付  
 
２  開会  
 
３  会長あいさつ（教育部長）  
・本協議会の役割は、「いじめ防止等のための取組に関する関
係機関・団体との連絡調整」であること。  

・本市においては令和になってからいじめによる重大事態が３
件発生するなど、いじめの防止や認知したいじめの解消に向
けた取組は、教育委員会として喫緊の課題であること。  

・令和２年度に本協議会で作成したパンフレットを令和３年度
に、学校を通じて全児童生徒の保護者に配付したこと。  

 
４  委員紹介  
 
５  副会長選出  
・事務局案を了承。  
副会長に桶川市校長会長  礒田  輝昭  氏、  
桶川市ＰＴＡ連合会長   中山  隆元  氏を選出した。  

 
６  協議等  
【・発言  〇質問  →事務局による回答  ⇒回答への追加意見】  
（１）いじめ防止対策推進法について  
・資料に基づき説明した。  
・事務局の説明に質問、意見はあるか。  
〇いじめの防止等に関する措置として、「懲戒、出席停止制度
の適切な運用等」とあるが、実際はどのようになっているの
か。  

→出席停止制度については、運用の事例がない。  
⇒今後、運用の事例について、調査研究を進めてほしい。  
 
（２）いじめ防止対策推進法に基づく桶川市の取組  
・資料に基づき説明した。  
・事務局の説明に質問、意見はあるか。  
〇委員からの質疑・意見なし  
 
（３）桶川市等のいじめに係る現状  
・資料に基づき説明した。  
・事務局の説明に質問、意見はあるか。  
〇いじめ認知による市内の地域による差はあるか。  
→地域差について研究はしていないが、学校間の認知による差
がある。  
〇幼稚園卒園・保育所卒園等の差によるいじめ認知の差はある
のか。  
→幼稚園卒園・保育所卒園等によるいじめ認知の差も特に研究
していない。  
〇小学校低学年の子にいじめの認知件数が多い理由はどうして

か。  
→低学年の児童は、発達段階から考えると、自己主張をしやす
い時期であり、認知につかながっている。  
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     議  事  の  経  過  

発言者  発  言  内  容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局  
会長  
 
 
 
事務局  
会長  
 
 
会長  
 
 
 
委員①  
 
 
 
 
 
委員②  

⇒小学校１年生同様、中学校１年生も認知件数が多い。小１同
様、中１も入学による環境の変化が大きい。中学校入学前の
３月に小中連絡会を行い、その情報を生かした学級編制を行
っている。他校から入学してくる生徒同士の人間関係は未知
数であるので、中１の学級編制は大変難しい。中２・中３に
なると、ある程度の人間関係が把握できるので、その情報を
学級編制に生かすことができる。  

〇学校間の認知による差があるというが、どのように研修させ
ているのか。  

→①生徒指導主任等研究協議会で研修をさせている  ②学校の
生活アンケートの結果を会議等で提示し、他校で認知したい
じめの事案について研修させている。  

〇いじめの加害児童生徒への心理的サポートをしているか。  
→まずはいじめの解消を目指し、その上で、心理的サポートを
実施できるのがよい。個々の事例により、対応は異なるの
で、一概には言えない。  

⇒加害児童生徒の人格を否定しないよう、目の前の行為にのみ
着目させるよう教職員に指導している。  

〇学校の生活アンケートには、「お金や物をたかられた」等、
犯罪につながるような項目もあるが、いじめ軽重をつけてい
るのか。  

→今後、学校に調査を求めるとき、①学級担任のみで解決でき
る  ②学年教員が組織的に対応する  ③管理職も含めた学校全
体で組織的に対応する  といった軽重をつけてさせることを考
えていきたい。  
 
（４）いじめ防止への取組について  
・資料に基づき説明した。  
・事務局の説明に質問、意見はあるか。  
〇委員からの質疑・意見なし  
 
（５）いじめ防止に向けた啓発と研修について  
・資料に基づき説明した。  
・事務局の説明に質問、意見はあるか。  
〇委員からの質疑・意見なし  
 
・本日の協議をもとに委員が感じたこと・考えたこと、それぞ
れの立場で取り組めそうなことについてペアで協議した。その
後、各委員の感想を交流し合った。  
 
「いじめの防止・早期発見・早期対応のために」の資料は、桶
川市の取組の表記と内容の不一致があるため、検討をしてほし
い。資料の中にある「家庭用いじめ発見チェックシート」の内
容は、いじめの早期発見とはかけ離れ、かなり進行している状
態であると感じた。  
 
本校のいじめ発見の取組として、市が行う６月のアンケートで
は遅いと考えるので、新年度の早い時期の５月に学校独自のも
ので実施している。記載がある生徒に対しては、担任との 2 者
面談を実施している。状況によっては、学年教員も交えた３者
面談も実施している。  
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     議  事  の  経  過  

発言者  発  言  内  容  
委員②  
 
 
 
 
 
 
委員③  
 
 
 
委員④  
 
 
 
 
 
 
 
委員⑤  
 
 
 
 
委員⑥  
 
 
 
 
会長  
 
 
 
司会  

ＳＮＳの指導は、保護者から依頼をされれば実施するが、端
末は保護者が与えるものであるので、家庭での指導が大切で
あると考える。学校だよりで啓発している。  
「いじめ」「虐待」ともに、子供の人権が守られていないこ
とである。両方とも周りの人々の意識により、認知の違いに
差が出る実態がある。  
 
「いじめ」「虐待」ともに、子供の人権が守られていないこ
とである。両方とも周りの人々の意識により、認知の違いに
差が出る実態がある。  
 
市の取組を知ることができてよかった。  
いじめの心身の苦痛とハラスメントは似ている。人それぞれ
許容できることや生活習慣が異なるので、自分自身の価値尺
度だけでは考えてはいけないと思っている。日々、周囲の大
人が子供たちにそのような価値を意識づけていくことで、ス
キルも高めていく必要がある。いじめになる前の段階が大切
である。  
 
教職員が大変な時代である。我が子が大変な時に、よいフォ
ローをしてもらった。そのフォローは大変であったと思う。
保護者どうしのＳＮＳで、教職員を責める意見が共有されて
いた。  
 
我が子の担任が色々な相談に快く応じてくれる。多くの大人
の目で見ていくことが、いじめの防止につながる。本協議会
が、いじめ防止のためにリードしていってほしい。  
 
（６）その他  
本日はよい意見交流ができ、実りある会議となった。いじめ
防止は喫緊の課題であるので、本協議会でよりよくしてきた
い。  
 
７  閉会  

 


